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電
信
第
十
五
連
隊

健
在
な
り
　 兵

庫
県
　
小
川
昌
之
　 

召
集
時
に
は
両
親
は
共
に
健
在
で
、
弟
一
人
、
妹
二
人
の
四

人
兄
弟
だ
っ
た
。
兄
が
一
人
い
た
が
勤
務
中
、
感
電
の
た
め
事

故
死
し
た
。
当
時
、
私
は
山
陽
中
央
水
電
株
式
会
社
に
勤
め
、

変
電
係
を
し
て
い
た
。

昭
和
十
八
（
一
九
四
三
）
年
十
二
月
十
四
日
、
現
役
兵
と
し

て
広
島
電
信
第
十
五
連
隊
第
一
中
隊
に
入
隊
し
た
。
一
ヵ
月
も

経
た
な
い
う
ち
に
輸
送
船
に
乗
り
く
み
、
堂
々
と
宇
品
港
を
出

港
し
た
。
七
隻
の
輸
送
船
で
船
団
を
組
み
前
後
に
護
送
の
駆
逐

艦
が
つ
い
た
。
私
の
乗
船
し
た
徳
島
丸
は
三
〇
〇
〇
ト
ン
級
の

船
で
輸
送
指
揮
官
も
乗
り
込
ん
で
い
た
。
途
中
、
九
州
の
若
松

に
寄
港
し
武
器
、
弾
薬
を
補
給
し
た
。

大
東
亜
戦
争
が
勃
発
し
て
か
ら
既
に
二
年
が
た
ち
、
彼
我
の

戦
力
の
差
が
徐
々
に
現
れ
て
き
た
。
飛
行
機
、
潜
水
艦
等
の
戦

力
武
器
の
差
が
歴
然
と
し
て
き
た
。
台
湾
の
高
雄
に
寄
港
す
る

寸
前
に
敵
潜
水
艦
に
よ
り
七
隻
の
輸
送
船
の
う
ち
、
三
隻
が
撃

沈
さ
れ
た
。

十
二
月
二
十
日
、
残
り
の
四
隻
の
輸
送
船
は
敵
潜
水
艦
の
襲

撃
を
避
け
る
た
め
、
六
時
間
の
時
間
差
を
設
け
て
出
港
し
た

が
、
高
雄
港
外
で
待
ち
伏
せ
し
て
い
た
潜
水
艦
の
た
め
二
隻
が

沈
め
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
あ
っ
と
い
う
間
も
な
く
、
沈
ん
だ
船

と
運
命
を
共
に
し
た
兵
の
こ
と
を
思
う
と
情
け
な
い
や
ら
、
悔



し
い
や
ら
、
こ
れ
が
戦
争
だ
と
思
っ
て
も
や
り
き
れ
な
い
。

新
年
を
輸
送
船
の
中
で
迎
え
、
一
月
六
日
、
仏
印
サ
イ
ゴ
ン

に
上
陸
し
、
そ
れ
か
ら
二
日
後
、
陸
路
を
鉄
道
便
で
一
路
西
へ

向
か
っ
た
。

一
月
十
五
日
に
仏
印
―
タ
イ
国
境
を
通
過
す
る
。
一
月
十
八

日
、
タ
イ
―
マ
レ
ー
国
境
を
通
過
し
、
二
十
二
日
に
無
事
昭
南

市
（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）
に
到
着
、
南
兵
営
に
宿
営
す
る
。

一
月
二
十
五
日
、「
紅
丸
号
」
で
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
出
帆
し
、

二
十
七
日
、
ジ
ャ
ワ
島
の
ジ
ャ
カ
ル
タ
（
バ
タ
ビ
ヤ
）
に
上
陸

し
た
。

一
月
三
十
日
、
電
信
第
十
五
連
隊
（
治
第
一
八
九
六
部
隊
）

野
口
第
一
中
隊
に
有
線
班
と
し
て
配
属
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
約

一
年
間
、
一
般
兵
科
教
練
及
び
ガ
ス
教
育
を
受
け
た
。

昭
和
十
九
年
の
六
月
、
第
一
期
の
検
閲
を
終
了
し
た
。
第
一

選
抜
で
一
等
兵
に
進
級
、
十
二
月
に
は
、
こ
れ
も
第
一
選
抜
で

上
等
兵
に
進
級
し
た
。

十
二
月
二
十
二
日
、
南
方
軍
第
十
六
軍
（
治
）
司
令
部
合
同

通
信
所
及
び
セ
ラ
ン
通
信
所
勤
務
を
命
じ
ら
れ
た
。
セ
ラ
ン
通

信
所
は
、
兵
長
以
下
六
人
の
交
替
勤
務
で
あ
る
。
セ
ラ
ン
は

ジ
ャ
ワ
島
と
ス
マ
ト
ラ
島
の
間
に
位
置
す
る
ス
ン
ダ
海
峡
に
あ

る
小
さ
な
島
で
、
敵
艦
船
の
通
過
監
視
、
敵
潜
水
艦
の
航
行
を

阻
止
す
る
た
め
機
雷
の
敷
設
等
が
主
な
任
務
で
あ
る
。
も
ち
ろ

ん
本
部
と
の
有
線
・
無
線
の
連
絡
が
主
な
任
務
で
あ
っ
た
。

昭
和
二
十
年
も
二
月
に
入
り
十
四
日
、
中
村
中
将
が
司
令
官

で
あ
る
南
方
軍
第
三
十
九
軍
（
義
）
へ
派
遣
を
命
ぜ
ら
れ
ジ
ャ

カ
ル
タ
を
出
発
し
た
。

二
月
十
七
日
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
上
陸
す
る
。
米
軍
が
戦
闘

機
、
爆
撃
機
で
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
爆
撃
、
迎
え
撃
つ
我
が
飛
行

機
と
壮
烈
な
空
中
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

わ
れ
わ
れ
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
市
外
の
南
兵
営
に
宿
営

中
、
赤
十
字
船
「
阿
度
丸
」
の
使
役
を
し
て
い
た
が
、「
阿
度

丸
」
は
南
シ
ナ
海
を
渡
航
中
、
兵
器
・
弾
薬
を
積
ん
で
い
た
と

の
疑
い
で
撃
沈
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

サ
イ
ゴ
ン
へ
の
集
結
命
令
が
出
た
。
米
軍
の
制
空
権
下
、
ま

た
ゲ
リ
ラ
の
跳
梁
下
に
大
部
隊
の
徒
歩
行
軍
は
危
険
な
の
で
、

夜
間
の
鉄
道
を
利
用
す
る
こ
と
に
し
た
。

三
月
一
日
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
出
発
、
サ
イ
ゴ
ン
を
目
指
し

マ
レ
ー
半
島
縦
断
鉄
道
で
一
路
北
上
す
る
。



三
月
十
四
日
バ
ン
コ
ク
に
到
着
。
そ
こ
か
ら
サ
イ
ゴ
ン
を

目
指
し
た
が
バ
ン
コ
ク
か
ら
東
へ
行
く
こ
と
は
不
可
能
に
な

り
、
や
む
を
得
ず
バ
ン
コ
ク
に
駐
留
す
る
。

四
月
五
日
、
バ
ン
コ
ク
で
第
三
十
九
軍
臨
時
通
信
隊
の
編
成

が
完
結
す
る
。
私
は
（
義
）
第
七
九
九
〇
部
隊
・
十
河
隊
・
野

口
隊
（
第
一
中
隊
）
に
配
属
に
な
る
。

五
月
十
九
日
、
臨
時
編
成
下
令
。
鉄
道
第
九
連
隊
内
通
信
所

勤
務
に
な
る
。

六
月
一
日
、
下
士
官
勤
務
兵
長
に
進
級
す
。

六
月
十
日
、
南
方
軍
第
六
通
信
隊
付
司
令
部
内
合
同
通
信
所

勤
務
に
な
る
。

八
月
十
五
日
、
合
同
通
信
所
に
お
い
て
参
謀
と
共
に
天
皇
陛

下
の
終
戦
宣
言
を
受
信
す
る
。

九
月
十
一
日
、
南
方
軍
第
十
八
方
面
軍
司
令
部
通
信
所
か
ら

終
戦
処
理
司
令
部
勤
務
（
バ
ン
コ
ク
市
ビ
ヤ
タ
イ
路
）
に
な

る
。終

戦
処
理
司
令
部
は
戦
時
中
の
捕
虜
虐
待
の
有
無
を
調
査

し
、
処
刑
す
る
連
合
軍
の
下
請
け
機
関
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
通
信
隊
は
戦
時
中
、
第
一
級
で
戦
っ
た
こ
と
も
な

く
、
ま
た
捕
虜
を
預
か
り
監
視
し
た
こ
と
も
た
く
、
戦
犯
に
は

ほ
ど
遠
い
の
で
安
心
し
て
い
た
。
戦
犯
に
指
名
さ
れ
た
人
の
中

に
は
無
実
の
罪
に
泣
く
者
、
冤
罪
で
罪
に
服
し
オ
イ
オ
イ
泣
く

者
、
ビ
ン
タ
数
回
で
終
身
刑
に
服
す
る
者
な
ど
気
の
毒
な
人
も

多
か
っ
た
。
こ
ち
ら
も
捕
虜
の
身
、
ど
う
し
て
や
る
こ
と
も
で

き
な
い
。
戦
争
が
終
了
し
目
の
前
に
故
国
へ
の
復
員
が
見
え
て

い
る
と
い
う
の
に
、
と
思
う
と
心
底
か
ら
気
の
毒
に
思
っ
た
。

昭
和
二
十
一
年
四
月
十
一
日
に
バ
ン
コ
ク
市
ク
ロ
ン
ト
街
の

日
本
司
令
部
（
復
員
業
務
）
に
勤
務
し
た
。

七
月
五
日
、
仏
印
（
サ
イ
ゴ
ン
）
を
出
港
し
日
本
に
向
か

う
。
駆
逐
艦
「
春
月
」
が
復
員
船
だ
っ
た
。

七
月
十
八
日
、
浦
賀
港
に
入
港
、
検
疫
を
受
け
る
。

七
月
二
十
日
、
浦
賀
で
除
隊
式
を
行
い
復
員
す
る
。

帰
京
後
、
関
西
電
力
㈱
姫
路
支
店
電
気
課
に
勤
め
る
。

と
き
ど
き
考
え
る
。
私
の
軍
人
生
活
、
戦
争
体
験
は
何
だ
っ

た
の
か
と
。
輸
送
船
で
航
行
中
、
鉄
道
輸
送
中
、
多
く
の
戦
友

を
失
い
、
死
に
直
面
し
た
。
ジ
ャ
ワ
警
備
中
、
バ
ン
コ
ク
駐
屯



中
、
空
襲
に
こ
そ
遭
っ
た
も
の
の
地
上
戦
の
経
験
は
な
か
っ

た
。
ビ
ル
マ
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
死
闘
と
比
ぶ
べ
き
も
な
い
。
ま

し
て
サ
イ
パ
ン
や
硫
黄
島
の
玉
砕
に
比
す
べ
き
も
な
い
。
特
攻

隊
や
特
殊
潜
航
艇
の
乗
組
員
と
比
ぶ
べ
き
も
な
い
。
一
言
に

「
運
隊
」
で
解
決
で
き
る
も
の
で
も
な
い
。
五
体
満
足
で
復
員

で
き
た
身
の
幸
せ
を
感
謝
し
、
戦
死
病
者
の
冥
福
を
祈
る
の
み

で
あ
る
。

南
洋
（
独
混
第
十
一
連
隊
）

エ
ン
ダ
ー
ビ
ー
守
備
隊
　 

岩
手
県
　
佐
々
木
文
治
　 

今
次
大
戦
が
終
結
し
て
五
十
余
年
、
敗
戦
国
日
本
は
戦
後
非

常
な
経
済
発
展
を
遂
げ
、
世
界
の
先
進
国
と
な
り
ま
し
た
。
終

戦
以
後
の
困
窮
し
た
生
活
に
耐
え
忍
び
、
そ
し
て
そ
の
脱
出
の

た
め
に
非
常
の
努
力
を
傾
け
た
も
の
で
す
。

今
、
そ
の
復
興
の
苦
難
の
年
月
の
様
子
は
一
つ
も
見
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。
戦
争
中
、
私
共
は
戦
い
の
前
線
に
送
り
出
さ
れ
、

敵
弾
の
中
を
か
い
く
ぐ
り
、
そ
し
て
戦
死
を
し
、
負
傷
も
し
、

病
苦
に
も
悩
ま
さ
れ
、
幾
多
の
苦
難
に
耐
え
て
来
た
。

私
達
が
今
、
斯
く
在
る
身
を
感
謝
す
る
意
味
に
お
き
、
戦
争

に
お
け
る
生
と
死
を
直
視
し
、
戦
争
の
悲
惨
さ
を
後
世
に
残
し

た
い
思
い
を
込
め
、
申
し
上
げ
る
。
ま
た
、
生
死
を
共
に
し
、

平
和
を
こ
い
願
い
、
そ
し
て
、
私
達
と
行
動
を
共
に
し
て
、
不

幸
に
も
散
っ
た
戦
友
達
に
思
い
を
致
し
、
日
本
が
永
遠
に
栄
え

る
こ
と
を
確
信
し
散
っ
た
英
霊
に
鎮
魂
の
合
掌
を
捧
げ
た
い
と

思
い
ま
す
。

私
達
の
民
族
の
中
に
流
れ
て
い
る
「
平
和
と
は
何
か
」
を
、

後
世
に
伝
え
た
い
も
の
で
す
。
多
く
の
方
々
に
は
知
ら
れ
ざ
る

元
独
立
混
成
第
十
一
連
隊
の
、
内
南
洋
の
孤
島
エ
ン
ダ
ー
ビ
ー

諸
島
及
び
、
第
三
十
一
軍
（
備
）
関
連
の
戦
に
つ
い
て
も
申
し

述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
第
三
十
一
軍
と
は
何
で
あ
り
、
ど
こ
で
い

か
に
戦
っ
た
の
か
に
つ
い
て
の
記
録
、
資
料
を
記
載
す
る
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
戦
闘
序
列
・
部
隊
略
歴
、
部
隊
行

動
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
を
申
し
上
げ
ま
す
。




